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の
白
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十
日
の
「
体
育
の
日
」
は
、
ス
ポ

刷

ツ

に

親

し

み

、

健

康

な

身

体

を

つ

く

ろ

う

惜

引

と

い

う

日

で

す

。

日

ご

ろ

、

ど

う

も

身

体

川

刊

を

動

か

す

の

が

お

っ

く

う

だ

と

、

不

精

を

川

い

き

め

込

ん

で

い

る

か

た

も

、
き

わ

や

か

な

刊

恥

空

気

の

屋

外

へ

出

て

、

ス

ポ

ー

ツ

を

楽

し

ゃ
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い

も

う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

叫

川

州
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0

・
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
豊
か
に
な
り
、
叶

叩

便

利

に

な

っ

て

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

そ

叫

の
反
面
、
仕
事
は
省
力
化
で
軽
労
働
に
変
れ

M

X
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.
.
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恥

わ

り

、

歩

い

て

行

け

る

所

へ

も

車

に

乗

る

叶

恥

な

ど

、

現

代

人

は

運

動

不

足

に

お

ち

い

り

崎

駅

が

ち

で

す

。

市

山

叩

日

本

人

の

死

亡

順

位

の

上

位

を

占

め

る

叶

叩

脳

卒

中

や

心

臓

病

を

は

じ

め

と

し

て

、

病

川

内

気

の

八

�

 

は
運
動
不
足
に
よ
る
と
さ
え

O
%

M

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

w

o

!

:
ス
ポ
ー
ツ
の
苦
手
な
か
た
も
、
一
白
山

山

に

少

な

く

と

も

十

五

分

間

位

は

、

汗

を

か

叶

ね
く
ま
で
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

川

駅

汗

を

流

す

十

五

分

間

が

、

み

な

さ

ん

の

刈

川

健

康

を

守

り

ま

す

。

いい

け

晴

れ

た

日

に

、

家

族

そ

ろ

っ

て

キ

ャ

ッ

い

ハ

パ

チ

ポ

ー

ル

な

ど

で

、

ひ

と

汗

流

し

て

み

て

い

い

は

ど

う

で

し

ょ

う

。
体

力

づ

く

り

は

身

近

山

一
い
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。
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MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
からだを鍛えよう1日に15分は運動を

MUS04
テキストボックス
10日は体育の日

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



昭和49年10月1日 カミ ザコ

た
だ
い
ま
運
動
中
で
す
ー
っ

つ	 ら 第52号 (2) 

て
く
だ
さ
い
。
町
は
、
み
な
さ
ん
の

申
告
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
、
万

一
、
申
告
数
量
が
少
な
か

っ
た
り
、

事
実
に
反
す
る
申
告
を
さ
れ
一た
と
き

は
、
町
と
し
て
も
、
申
告
公
平
の
原

則
に
よ
り
、
生
産
実
績
等
を
調
査
の

う
え
、
樹
園
地
の
立
入
調
査
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
耳
し
い
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。税

務
保
険
課

新
築
、
増
改
築
の

家
屋
調
査
に
も
ご
協
力
を

昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
以
降
に

「
赤
い
羽
根
」
で
み
な
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
運
動
が
、

こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
、

十
二
月
の
歳
末
助
け
合
い
運
動
と
合

せ
て
、
暮
れ
の
三
十

一
日
ま
で
続
け

ら
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
町

、
つ
く
り
と
、
不
幸
な
人
た
ち
の
た
め

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
社

会
全
体
が
共
同
し
て
行
う
募
金
活
動

で
す
。

ど
う
か
、

み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ

っ

て
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
句
」

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和49年産みかん課税所得調査� 

み
な
さ
ん
が
丹
精
の
み
か
ん
が
両

山
麓
で
日
増
し
に
色
彩
を
濃
く
し
て

お
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
時
期
に
関
係

農
協
を
は
じ
め
、
各
区
長
手
ん
方
の
ご

指
導
ご
協
力
に
よ
り
、
み
か
ん
の
生

産
量
を
と
り
ま
と
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
本
年
は
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん
に

自
由
申
告
を
し
て
い
だ
た
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

す
で
に
、
町
が
委
嘱
し
た
申
告
指

導
員
さ
ん
か
ら
、
個
人
申
告
書
を
配
布

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
申
告
要
領

に
よ
り
正
し
い
生
産
量
の
申
告
を
し

h
z
R

M
W
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守
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金
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みなさんの

暖かい善意を…

税
務
保
険
課

新
築
、
増
改
築
し
た
家
屋
の
調
査
を

九
月
下
旬
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
町
の
固
定
資
産
評
価

員
及
び
補
助
員
対

日以
力
者
の
お
宅
を

順
次
訪
問
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
際
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
家
屋
の
平
面
図
お
よ
び
仕

様
書
等
の
参
考
資
料
が
準
備
で
き
る

か
た
は
提
示
く
だ
さ
る
よ
う
併
せ
て

お
-願
い
い
た
し
ま
す
。
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，崎、

輪、勝浦音頭グ できる

こ のほど婦人会 では、勝 浦音頭，と名づけ た

みんなが歌い， みんなが踊 れ る 楽 し い 曲をつく

りまし fこ。

この 、音頭。は今後いろんな場において発表

されると思いますが， なによりもこの曲がみな

さんに親しまれ， 新しいふるさとづくりの大き

なカとなることが期待されます。
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会
新
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刊誌
を
友
会
新
叫

郡
中
学
陸
上
競
技
大
会
ひ
ら
く

百
川
①
丸
田
憲
作
(
山
西
掛 
)
2
分
幻

{女
子
}
八
十
日
川
ハ
ー
ド
ル
①
松
田

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

V
千
五
百
れ
②
谷
口
篤
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(棚

入
選
作
品
き
ま
る

野
)
5
分
1
秒
4

江
(
山
西
掛
)
日
秒
5

百
口
①
中

-
本
年
度
の
明
る
い
選
挙
啓
発
運
動

V

V

H
H

V

秒
4 

由
美
子
(
久
国
)
日
秒 
2
②
河
野
智

勝
浦
郡
中
学
陸
上
競
技
大

三
千
幻
③
丸
図

書
忠
作
(
山
西
掛 
)
日
分
日
秒 
5
④
小

川
正
典 

(中
角
)
日
分
臼
秒 
0

・走

尾
和
江
(
棚
野
)
比
秒
4

二
百
灯

v

V

会
新
③
森
野
順
二

(
黒
岩 
) 

U
秒
0

・v

②
木
下
等
(
与
川
内
)
初
日
川
日
③
古

υ
川
リ
レ
l

M
H

①
中
尾
和
江
(
棚
野
)
却
秒 
7
②

吉

岡
道
代 

(横
瀬
)
訂
秒 
2
V
走
り
幅

跳
び
①
松
田
由
美
子 

(久
国 
)
3
U川

V
走
り

M

川
町
四
②
神
原
千
恵
(
中
山 
)
1
日川部 

V
砲
丸
投
げ
②
花
岡
真
知
子
(中
角
) 

V
四
百
幻
リ
レ 
l
①
勝
浦 

一
の
一
環
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
に

一
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
し
ま
し
た
。

'
審
査
会
に
お
い
て
、
厳
正
な
審
査

一
の
結
果
、
つ
ぎ
の
方
が
入
選
し
ま
し
た
マ

一
一

一
位
一横
小
六
年

殿
川
法
子
(
棚
野
)

-

坂

小
六
年

新
居
寛
治
(
坂
本
) 

-

横
小
六

年

谷

智

子

(

横

瀬 

)

一
二
位
生
小
六
年
丸
田
佳
都
子
(
掛
谷 
)

坂

小

六

年

新

居

雅

子

(坂
本 
)

生

小

六

年

中

井

威

臣

(
沼
江
)

一
三
位
生
小
六
年
遊
亀
明
夫
(
山
田
)

生
小
六

年

滝

口

隆

佳 

(中
角
)

生
小
六
年

北
山
公
久
(
沼
江
)

三
、
は
あ
|

会
が
、
九
月
十
八
日
に
勝
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
十

三
種
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

成
績
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

{男
子
】
百
幻
ハ

ー
ド
ル
①

中
井
伸
治
(
沼
江
)、
日
秒 
3 

V
百
川
①
森
野
順
二 
(黒
岩 
)

り
幅
跳
び
①
坪
井
康
宏 

(
山
西
掛 
) 

5
灯
四日 

走
り
高
跳
び
①
北
内
康
弘 

V

(中
山 
)
1
灯
臼
②
宮
本
祥
敬
(
山

西
掛 
)
1

三
段
跳
び
③
宮
本

M

V
臼

祥
敬
(
山
西
掛
)

叩
灯
的
④
森
俊
之 

田
②
富
本
貴
子
(
生
名 
)
3
灯
幻
④

沢
野
孝
代
(
坂
本 
)
3
灯
臼

高
跳
び
①
高
井
み
ゆ
き
(
中
角
) 
l 

(星
谷
)
9
υ
川
市
町
④
木
下

等
(
与
川
一内

)

円
盤
投
げ

9
μ
m
v

(棚
野 
)

日
川
口 

砲
丸
投
げ
②
古

V

田
富
士
夫

8υ
川幻 

H
H

l 

日
秒 

松
田
由
美
子

(
久
国
)

・
富
本
質
子

(生
名
)

・
大
自
国
美
智
子 
(山
西
掛
)

中
尾
和
江 

(棚
野 
)

v
二
百
灯
①
坪
井
康

宏
(
山
西
掛
)
お
秒

4
1大

田
富
士
夫

(星
谷

)

八
百 

①
勝
浦 

谷
口
篤
志
(
棚

M
u
m
-v

四
百
幻
①
谷
口
篤

志

(
棚
野 
)
1
分 
0
秒
7
②

野
)

・
森
俊
之 

(棚
野 
)
・
森
野
順
二

(
黒
岩
)
坪
井
康
宏
(
山
西
掛 
)

写
真
/
怪
上
競
抜
風
景

四
、
は
あ 

協幹射幸司事j瞬 時 開

阿
波
の
勝
浦
み
か
ん
の
町
よ

勺うら去 、車、

ほ
ん
に
賞
令
の
み
か
ん
山

み
ん
な
輸
に
な
り

う
た
お
じ
ゃ
な
い
か

み
か
ん
娘
の
手
拍
子
で

勝
浦
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ト
コ
ナ

ま
る
い
心
で
お
ど
ろ
う
よ

l

一
、
は
あ 
|

つ
る
の
お
山
の
か
す
み
の
中

祭
り
太
鼓
は
大
宮
様
か

り� 

か
ね
が
鳴
り
ま
す
鶴
林
寺

日
空
の
岩
屋
の
紅
も
み
じ

む1JIDfJtj
L" んで さん lさ?の~ -う� !

二三
 

三
重
の
塔
を

も
え
て
袈
見
の
滝
さ
、
る
ぞ
ま
る

北
目
し
の
ん

で

仰
ぎ
や
桜
の

花
吹
雪

そ
ま
る
し
ぶ
き
に
虹
が
た
つ

勝
浦
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ト
コ
ナ

勝
浦
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ト
コ
十

花
に
吹
か
れ
て
ひ
と
お
ど
り

般
市
り
太
鼓
で
ひ
と
お
ど
り

二
、
は
あ 
l

緑
う
つ
し
た
勝
浦
川
で

もがー:ー� 

楽
し
鮎
狩
り
鮎
料
理

タ
ベ

川
瀬
河
鹿
が
鳴
い

て

誰
を
待
つ
や
ら
横
瀬
橋

勝
浦
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ

イ
ト
コ

ナ

1.. 品� 

若
い
心
で

ひ
と
お
ど
り

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
婦人会勝浦音頭できる

MUS04
テキストボックス
２００㍍で大会新群中学陸上競技大会ひらく
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一
見
込
ま
れ
、
果
樹
経
営
は
重
大
な
事
態
に
直
面

一
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
国
的
な
問
題
と
し
て
二
割
減

一
産
の
摘
果
推
進
を
行
う
生
産
安
定
事
業
が
実
施

一
さ
れ
、
本
町
も
両
農
協
が
中
心
と
な
っ
て
摘
果

一
を
推
進
し
、
ご
協
力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、

一
そ
の
事
業
の
啓
も
う
と
強
力
な
推
進
を
は
か
る

一
た
め
、
勝
浦
中
学
校
生
徒
を
対
象
に
摘
果
推
進

一
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
一

、
二
九
二
題
の
応

ア
募
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
つ
ぎ
の
棟

一
語
が
入
選
し
ま
し
た
。

貯
蔵
み
か
ん
の
味
を
広
く
紹
介

町
観
光
協
会
事
業
計
画
き
ま
る

本
年
産
の
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
も
大
豊
作
が

e

¥ J  

V V

A' e

o

写真は摘果推進

襟語の立て看板

マ

一
位
摘
果
こ
そ
こ
れ
で
み
か
ん

の
生
き
る
道

二
年
高
木
亮
子
(
与
川
内
)

二
位
み
か
ん
危
機
共
同
摘
果
で

夢
聞
く

二
年
押
粟
潔
往
(
与
川
内
)

摘
果
し
て
み
か
ん
に
夢
を
町
ぐ
る
み

三
年
日
下
ま
す
み 

(横

瀬 

)

三
位
よ
い
く
ら
し
明
る
い
笑
顔

は
摘
果

か

ら

前

野

(

横

瀬

)

選
ば
れ
て
売
れ
る
み
か
ん
は
摘
果

か

ら

青

木 

(中

角 

)

摘
果
し
て
実
り
の
秋
は
エ
ビ
ス
顔

青
木

(山

田 

)

徳
島
県
み
か
ん
危
機
突
破
生

産
者
大
会
が
聞
か
れ
ま
す

昭
和
四
十
九
年
産
み
か
ん
情
勢
は

昨
年
に
も
ま
し
て
き
び
し
い
事
態
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
県
み
か
ん
対
策
本
部
は
、

み
か
ん
情
勢
の
窮
状
を
打
開
す
る
た

め
の
政
策
を
緊
急
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
国
お
よ
び
県
に
対
し
て
強
く
要

求
す
る
た
め
、
み
か
ん
危
機
突
破
生

産
者
大
会
が
次
に
よ
り
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

開
催
日
時
十
月
二
十
一
日

午
後
一
時
三
十
分


場

所

徳
島
県
農
協
会
館


参

加

者

み
か
ん
生
産
者
お


よ
び
生
産
地
市
町
村
、

農
協
、
果
研
、
農
業

会
識
の
役
職
員
等
約

+
選
賞
人
員

み
か
ん
女
王

一
人、

準
み
か
ん
女
王
二
人
。

争
応
募
資
格

町
内
に
在
住
す
る

年
齢
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
以
下
の

未
婚
の
女
性

(今
ま
で
の
商
工
会
主

催
の
選
賞
会
に
お
い
て
、
入
賞
さ
れ

た
者
を
除
く)。

争
応
募
方
法

十
月
五
日
正
午
ま

で
に
勝
浦
町
観
光
協
会
(
役
場
産
業

O
O

課
内
)
へ
推
せ
ん
番
(
役
場
産
業
課

で
保
管
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

争
推
せ
ん
方
法

団
体
、
個
人
を


間
わ
ず
代
表
者
の
推
せ
ん
を
必
要
と


し
ま
す
。


+
審

査

十

月

十

三
日
午
後

一


時
か
ら
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー


で
行
な
い
ま
す
。


五 

名
(
本
町
か

+
審
査
員

主
催
者
側
か
ら
適
任

勝
浦
町
観
光
協
会 

(会
長
堺
福
一

会
員
五
十
名
)
で
は
、
こ
の
ほ
ど
総

会
を
開
催
し
、
昭
和
四
十
八
年
度
事

業
経
過
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告

が
承
認
さ
れ
た
あ
と
、
昭
和
四
十
九

年
度
事
業
計
画
等
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。と

く
に
本
年
度
事
業
と
し
て
、 

み
H

者
に
委
嘱
す
る

審
査
基
準

健
康
な
美
人

争
表
彰
式

十
月
十
三
日
審
査

終
了
後
。賞

入
賞
者
は
賞
状
な
ら
び

に
賞
品
。
参
加
者
に
は
記
念
品
、
伊

予
か
す
り
一
反
、
帯
一
本
お
よ
び
仕

度
料
進
呈
。

+
そ
の
他

応
募
者
多
数
の
場
合

は
先
着
却
人
で
締
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
者
は
、
観
光

協
会
主
催
の
事
業
に
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

+
主
催

勝
浦
町
観
光
協
会

+
後
援

勝
浦
町
農
業
協
同
組
合

生
比
奈
農
業
協
同
組
合

勝
浦
町
商
工
会

か
ん
女
王
選
賞
会
。
を
計
画
し
、
本

場
勝
浦
の
み
か
ん
の
味
を
広
く
紹
介

し
、
貯
蔵
み
か
ん
産
地
と
し
て
の
名

声
を
さ
ら
に
高
め
、

価
格
の
安
定
と

消
費
の
拡
大
を
は
か
つ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

み
か
ん
女
王
選
賞
会
の
開
催
要
領

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
摘果を強力にみかん摘果推進標語きまる

MUS04
テキストボックス
勝浦町みかん女王募集要領
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+…今月から本格的な早生温州の収穫期になります。

カラ ッとした秋晴れ，朝夕のすがすがしい冷えこみ，

つ

採収パサミの音も軽やかなひびき，水田では黄金の稲

穂が重〈頭をさげています。

。…普通温州では先月から今月� 20日までを「樹上選果

-F' 
	

ー

.
、
，
，‘� 

圃、f

戸、


以
下

* 
火

は

推進期間」と定め，運動を展開しています。小玉果や

傷害果を中心に採収期前まで継続し，徹底的にとり除

き「きれいなみかん，大きなみかん」がとれるよう心

がけてください。� 

柑橘(第� 3回根伸長期、 以降に行ってく ださい。


早生成熟期、秋芽伸長� 0樹勢が強〈毎年成りのうす


終期) いものは切らずにそのままお


-早生温州、採収前の薬剤散布 き，施用量を減らし(とくに

ダニ類発生園ではアゾマイト チッソ)結実につとめて くだ

乳剤� 1，000倍，ダニト ップ乳剤 きい。� 

1，000倍，スマイトル乳剤� 1，5 

00倍液のいずれかを散布してく

ださい。

0本年結実が少なかったため� j 水 稲(成熟期)


発生したものについて，発生� '

;・刈取適期

量の非常に多いむのは，全体� {

量の50-60%を切り，発生量 ・ 穂のもとの少数は緑色をして

の少いものはすべて切ってく 'いるものもあるが，大部分のも

ださい。 みは水気を失って黄色になって� 

0計画密植栽培のものは原則 いるときが適期です。� 6月12日

として切らず，いったん成ら� :植のサチワタリで� 10月10日頃，

せてから翌春に切るようにし� :日本晴で� 10月2日頃が刈取適期

てください。 シです。� 

O更新せん定 ，または，これ

に似たようなせん定をしたた� !

め発生したものについては，
・乾燥

切らずにそのままおき，結実 ・ 火力で1;1:，もみの温度� 40度以

につとめるようにしてくださ 下で乾燥してください。

-苗木の購入計画 ; 野菜類� 

0柑橘…経営状態や植付ける : 家庭用菜園の病虫害防除は早

地帯によ って決定するよ うに� ;目に行い，水田裏作利用副業の

してください。 野菜類については指導要領書に

オキ� Y 1:もとづき，栽培管理を行ってく� 富� JI，� 
t20号・繁田� I:だきい。

十万 ・林 ・片山� 
農業技術センター

0落葉果樹 自家消費用とし


て数本はほしいものです。


梅 鷲宿 ・林州・甲州最少

柿 岱有 ・次郎

菜 銀苦子・丹沢

桃 布目早生 ・倉方早生

スモモ 大石早生 ・ソルダム

-秋肥の施用

山畑の早生温州，早出し(早� 

熟系)は 2固に分肥し， 第1回

目を中旬に，早生水回転作園で

は収穫直後に全量を施用，ユコ
車
力
2

ウ，スダチ専用園では中~下旬 燥
に全量施用してください。施用 でヤ
量は別表のとおりです。

、

も
み
の

E目Z:，

度
-早生温州の収穫と出荷 40 

収穫時の着色程度，大きさ等
度

の規格は各出荷機関の指示に従

ってください。 てや

-夏秋檎の処理

樹勢，樹令などにより方法が

異なるので注意し，実施は中旬

水


稲
、

メIj

耳又

期

で� 

す

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ

MUS04
テキストボックス
水稲刈取期です
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つ
け
ず
叩
|
2
。
翌
日
の
第
三
戦
も

ム
と
戦
っ
た
が
延
長
戦
の

選
抜
チ

…
h
M

一
室
奏
家
議
懇
」

:
;
「
読
書
友
の
会
か
ら

も
う
夏
休
み
も
残
り
少
な
く
な
っ

た
八
月
末
、
少
年
野
球
チ 

浦
タ
イ
ガ
|
ス
(
堺
徹
監
督
)
の
選

手
た
ち
と
そ
の
父
兄
ら
二
十
八
人
が

東
京
で
親
善
試
合
を
行
う
た
め
上
京
。

相
手
は
東
京
タ
ワ 

真
下
、
港
区
麻

布
イ
!
グ
ル
ス
チ
ー
ム
。

こ
の
日
を
目
き
し
、
夏
休
み
中
炎

天
下
で
練
習
し
た
タ
イ
ガ 

ス
の
選

手
た
ち
は
み
ん
な
日
焼
し
て
真
っ
黒

こ
の
日
ま
で
の
成
績
は
な
ん
と
必
勝

9
敗
2
分
け
と
堂
々
た
る
も
の
。
だ

が
、
相
手
も
港
区
大
会
で
優
勝
、
昨

年
の
春
秋
連
続
優
勝
に
続
い
て
三
回

自
の
優
勝
を
も
の
に
し
た
名
門
チ
ー

ム。
期
待
と
不
安
の
中
で
行
わ
れ
た
第

一
戦
。
や
は
り
タ
イ
ガ 

ス
は
強
か

っ
た
。
遠
征
の
疲
れ
も
み
せ
ず
ロ

4
の
圧
勝
。
あ
わ
て
た
イ 

グ
ル
ス

チ
ー
ム
、
港
区
の
十
二
の
少
年
野
球

l
ム
を

も
っ
て
望
ん
だ
が
、
ま
っ
た
く
よ
せ

す
え 
3
1
1
と
タ
イ
ガ 
l
ス
の
勝
利

で
、
都
会
っ
子
は
歯
が
立
た
な
か
っ

し
か
し
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
り
な
く

勝
浦
と
東
京
の
交
歓
と
親
善
は
こ
こ

グ
ル
ス
チ
ー
ム
歯
が
立
た
ず

一
秋
で
す
。
次
第
に
夜
が
長
く
な
り
、
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
各
地
区

一
気
候
も
涼
し
く
な
っ
て
読
書
に
は
よ
の
読
書
グ
ル
ー
プ
の
ご
協
力
に
よ
り
、

に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
麻
布
会

ど
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
タ

い
季
節
で
す
。
二
十
七
日
か
ら
は
読
多
く
の
良
書
が
町
の
図
書
館
に
寄
贈

館
で
聞
か
れ
た
歓
迎
会
に
は
港
区
長

イ
ガ 

ス
の
選
手
た
ち
は
、
夏
休
み

一
審
週
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
読
書
な
り
ま
し
た
。
紙
上
を
も
っ
て
厚
く

区
教
育
長
ら
区
の
お
歴
々
ら
百
人
に

中
で
一
番
の
思
い
出
が
で
き
た
と
大

迎
え
ら
れ
、
本
町
か
ら
は
た
ま
た
ま

よ
ろ
こ
び
。

一
読
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
町
図
書
館
で
は
、
本
年
度
五
十
万

建
設
省
へ
陳
情
に
行
っ
て
い
た
町
長
、

今
も
チ
ビ
ッ
子
た
ち
の
間
だ
け
で

一
こ
の
機
会
に
一
日
に
た
と
え
十
分
で
円
の
予
算
を
計
上
し
、
専
門
書
、
参

中
西
県
議
ら
も
駆
け
つ
け
た
。
麻
布

な
く
「
勝
浦
へ
こ
い
よ 

勝
浦
へ
行

…
も
十
五
分
で
も
読
書
の
時
聞
を
つ
く
考
書
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
等
を
購
入
し
、

側
か
ら
選
手
た
ち
に
区
長
の
サ
イ
ン

き
た
い
」
の
ム
ー
ド
が
大
い
に
高
ま

一
り
、
何
か
一
冊
の
本
を
読
ん
で
み
ま
図
書
の
整
備
を
図
り
、
み
な
さ
ん
に

入
り
パ
ソ
ト
が
一
本
ず
つ
贈
ら
れ
た

っ
て
い
る
。 

り
、
港
区
め
ぐ
り
、
東
京
タ
ワ
!
な 

町
読
書
友
の
会
の
事
業
の
一
っ
と
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

一
の
方
法
に
も
、
精
読
、
乱
読
、
つ
ん
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一

せ

ん

か

。

愛

さ

れ

る

図

書

館

を

め

ざ

し

て

お

り

し
て
、
八
月
十
五
日
か
ら
九
月
十
日
さ
い
。

の
聞
を
推
進
期
間
と
し
て
献
本
運
動

郡
研
修
会
開
催
さ
る

人� 

.6、� 
'x¥

勝
浦
郡
婦
人
研
修
会
が
八
月
二
十

優

勝

勝
浦 

(思
容
は
)
チ
ー
ム

行
わ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝

勝
浦 

(中
角 
)
チ 

ム

こ
の
研
修
会
は
、
勝
浦
郡
の
婦
人

が
一
堂
に
集
り
、
婦
人
団
体
の
自
主

勝
浦 
(選
抜 
)

的
活
動
を
進
め
、
参
加
者
の
交
流
、

交
歓
を
通
じ
て
地
域
の
問
題
に
取
り

組
も
う
と
い
う
ね
ら
い
を
も
っ
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦 
(中
角 
)

ま
た
、
交
歓
会
の
後
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
一
日
の
研
修

勝
浦 
(星
谷 
)

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

l

五
日
上
勝
町
高
鉾
公
民
館
に
お
い
て

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
試
合
結
果

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
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写真/試合風景とイーグlレスチームに観迎

される勝浦タイガ スのチビ� y コたち

MUS04
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「敬
老
の
日
」
の
九
月
十
五
日
、

町
内
で
は
町
長
、
議
長
ら
が
激
動
の

九
十
年
以
上
を
生
き
抜
い
て
き
た
七

一
給
水
泳
指
導
あ
り
が
と
う

村
田
部
長
・
桜
木
巡
査
に
感
謝
状
贈
呈

れ
る
高
田

人
の
お
年
寄
り
を
戸
別
に
訪
ね
、
そ

れ
ぞ
れ
記
念
品
の
お
盆
と
敬
老
年
金

五
千
円
を
贈
り、

長
寿
を
祝
い
ま
し

た
こ
の
朝
十
時
前
、
町
内
の
最
長
寿

一

者

・
九
十
四
歳
の
高
田
フ
シ
ノ
さ
ん

(星
谷 
)
宅
を
訪
問
。
耳
が
多
少
不
一

自
由
だ
と
い
う
が
、
顔
の
色
も
よ
く
、
一

フ
シ
ノ
さ
ん
は
い
た

っ
て
元
気
。

「
い

つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

一

と
町
長
か
ら
激
励
さ
れ
た
フ
シ
ノ
さ
一

ん
は
「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
:
」

一

と
う
れ
し
そ
う
に
う
な
ず
い
て
い
ま

し
た
。

続
い
て
午
前
十
時
か
ら
勝
中
体
育

館
で

「敬
老
町
民
の
つ
ど
い
」
が
開

か
れ
、
出
席
し
た
約
二
百
五
十
人
の

7

y

お
年
寄
り
に
、
中
西
県
議
、
岡
議
長

L

な
ど
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
敬

老
記
念
品
な
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
‘


に
は
、
芸
能
プ
ロ
の
浪
一


曲
、
奇
術
な
ど
を
楽
し
，
一


ん
だ
ほ
か
、
お
年
寄
り
一


自
身
の
得
意
な
歌
、
踊

一


り
な
ど
を
披
露
し
合

っ


て
元
気
な
と
こ
ろ
を
み 

-

せ
て
い
ま
し
た
。


写
真
/

「
い
つ

ま
で
も
長
生
き
し

て
く
だ

さ

い 

/
さ

ん

と
激
励
さ

暴表察部:夜彩� ;Rgd!

町長、 議長ら� 7人を慰問

-ー、、

こ
の
ほ
ど
町
教
育
委
員
会
で
は
、

児
童
教
育
に
深
い
理
解
を
一不
さ
れ
、

夏
休
み
中
毎
日
児
童
の
水
泳
指
導
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
児
童
皆
泳
の

笑
を
あ
げ
ら
れ
た
横
瀬
駐
在
所
村
田

熊
明
部
長
お
よ
び
生
比
奈
駐
在
所
桜

木
秀
治
巡
査
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈

地
区
対
抗

ミ
ッ
ク
ス
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大

会

お

わ

る

地
区
対
抗
ミ

ッ
ク
ス

・
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン

ド
の
夜
間
照
明
施
設
で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
町
体
育
協
会
が
毎

年
行
う
て
い
る
行
事
の

一
つ
で
す
が
、

女
性
を
は
じ
め
年
長
者
ま
で
が
参
加

で
き
る
と
あ
っ
て
、
選
手
は
も
ち
ろ

ん、

地
区
ぐ
る
み
の
応
援
風
景
も
な

か
な
か
活
発
で
し
た
。

呈
し
ま
し
た
。
ま
た
児
童
代
表
か
ら

お
札
の
言
葉
を
述
べ
、
児
童
と
も
ど

も
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

写
真
(
下
)
/

教
育
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
る
横

瀬
駐
在
所

・
村
田
部
長

町
体
育
協
会
は
、
多
く
の
町
民
を


対
象
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、


身
心
の
発
達
と
連
帯
意
識
の
向
上
を


目
き
す
行
事
を
い
ろ
い
ろ
計
画
し
て


い
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
 
り

多
数
打
参
加
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

写
真
/
夜
間
昭
明
の
下
，
て
の
大
会
風
景 m

4

d
皇 谷(刈

ー戸、¥

か
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
試
合
結
果 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
まちの話題
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一

う

お

願

い

し

ま

す

。

一

一
・
古
文
書
、
事
業
の
記
録
な
一

し
て
は
、
毎
年
五
月
の
総
会
時
に
行

一
ど
あ
れ
ば
お

一
n

、

一

，、
司

4

人
生
め
中
盤
戦
へ
き
た
あ
せ
り

14ra
a
-
-
a

F

o

a

-
J
L

E

M
F
h
h
N

t
d
t

l F
b

R
Y

ad

i-局カ ら  : 

. もらってうれしいお祝電報�  ; 

i 華やかな結婚式にお祝いの電報は欠かせません。-

i お祝いを内容とする電報は，美しい慶祝用の 用紙 i 
を使用しますので，受取人に大変喜ばれています。~

ーまた遠くのお友達か らのユーモラスな電文は厳粛 な

披露宴を明るく変えてくれます。

大安田とその前日および週末は混みあっえいま す

ので，当日になってあわてないよう

お早くご予約ください。

配達日時指定をご利用になると 10

¥J  

-

l
U
1

:
-
E

…
�
 

沼

江

大

岡

小

枝

一

じ
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ

一
一一

一

:

!
J
1

一
円
貨
奏
銭
箱
も
拒
否
を
す
る

\~ 

ト

7

一送
リ
先
勝
浦
町
↑
工
配
;
:

f

二一� 

見
せ
く
だ
さ
い
�
 

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
高
覧
い
た

一

・
古
い
写
真
な
ど
で
資
料
と

一

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

↑
な
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
一

は
な
は
だ
勝
手
な
が
ら
紙
上
に
て

一

お

見

せ

く

だ

さ

い

。

一

ご
報
告
か
た
が
た
お
礼
申
し
上
げ
ま

一

・
古
い
物
で
資
料
に
な
る
よ

一

す
。

一
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
お
し
ら
一

勝
浦
中
学
校
体
育
後
援
会
々
長

一

せ

く

だ

さ

い

。

一

末

広

英

夫

一
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て

三三坂三棚棚
渓渓本渓野野

河

村

博

河
村
芳
弘

栗
城
武
夫

中

尾

司

花
園
又
一

河
崎
吉
三

長長長長二長
女 女 男 男 男 男

公

俊
武

彦

達

吉

博

昭
か
お
り

美

加

生三沼坂沼沼棚坂
名漢江本江江野本

日
浦
近
一
�
 (け
オ
)

松
下
三
一
(
必
オ
)

樫
野
善
一
(
肝
オ
)

宮
浦
房
識
(
部
オ
)

根
木
フ
ミ
ヱ

(
位
オ
)

山

川

シ

モ

�

 (η
オ
)

押
栗
ヨ
シ
ヱ
(
九
オ
)

回
中
章
一
�
 (η
オ
)

一
ご
協
力
い
た
だ
け
る
か
た
は
町

一
�
 

-
t
i
l
l
-
-
J
一
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

一

一
史
を
編
集
し
て
い
ま
す
が
、
次
一

一
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
一

お
く
や
み
申
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

本
年
度
の
体
育
後
援
会
特
別
会
費

を
支
部
長
を
通
じ
て
各
支
部
の
会
員

の
方
々
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
予
算

額
を
上
ま
わ
る
総
額
四
十
三
万
四
千

八
百
円
集
り
ま
し
た
。

こ
れ
一
重
に
、
会
員
各
位
の
格
段

の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
各
部
の
運
動
用
品
、
対
外
試

合
の
交
通
費
等
に
有
効
に
使
用
し
、

体
育
の
振
興
に
役
立
て
た
い
と
考
、
え

て
お
り
ま
す
。
決
算
報
告
に
つ
き
ま

一

町

史

編

集

資

料

に

一

一

つ

い

て

お

願

い

一

一

一
町
教
育
委
員
会
で
は
現
在
町
一

一 一
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一

、
，

と
タ
ク
シ
ー
で
来
い
は
お
酒
が
出
る
ら
し
い

ん
ト

レ

可

�

 

、
東
川
�
 

結
い
た
て
の
髪
が
戻
っ
て
来
た
匂
い

一
�
 

ア

コ

ハ

.

形

ル

一

中

山

倉

橋

加

辻

宮
�
 
3
悶
�
 、
野
良
犬
の
遠
吠
コ
ー
ヒ
ー
効
い
て
く
る

耳

目

」

明

横

一

瀬

中

田

万

里

，
作
�
 

回
�
 

目前から発信できます。

・電話の移転についてお願い

転宅，お庖の模様替えなどで電話

を 移転されるときは，早自に2000番にご連絡くださ�  

よ

と

~

局

き

こ

�

 

7

話

「

る

(

電

か

ね

目

報

と

か

早

電

」

じ

浦

に

応

ら

勝

ぐ

は

た

波

す

に

し

阿

今

文

ま

ら

注

り

い

か

ご

ま

さ

る

た

き

だ

い

つ

カ

く

て

い

り

せ

き

と

ど

ら

カ

」

日

し

ん

…

。

の

お

き

ひ

す

ど

に

工

ぜ

ま

な

)

大

に

り

宅

前

。

「

中

あ

転

日

ぃ

、

っ

カ

日

�

 

山'
 

坂
本
中
川
野
子
住
顔
の
敏
取
れ
る
話
に
乗
せ
ら
れ
る

年

寄

り

も

味

覚

の

秋

、

ぇ

歯

を

治

し

棚

野

太

田

正

平

米
値
上
豊
作
貧
乏
と
は
な
ら
ず
茶
柱
を
喜
ぶ
妻
の
プ
ロ
フ
ィ
ル

立

川

橋

本

梢

争

い

の

後

は

空

し

き

だ

け

残

り

橋

の

無

い

は

り

ま

や

橋

を

見

て

る

旅

生

名

丸

山

香

月

声
掛
け
る
彼
と
解
っ
�
 サ
ン
グ
ラ
ス
指
定
席
有
る
の
に
妻
が
走
り
出
す
一
一

坂

本

日

浦

翠

峰

倖

せ

を

や

っ

と

掴

ん

だ

廻

り

道

一

一

pr

耳

掃

除

し

て

席

に

つ

く

佳

い

話

横

瀬

稼

勢

都

景

夜
更
し
て
戻
る
坂
道
た
た
ら
踏
み
家
計
簿
に
要
る
赤
イ
ン
ク
ま
で
値
上
げ

横
瀬
桂
木
瓢
人
台
風
が
人
の
弱
さ
を
見
て
過
ぎ
る

い
ら
ぬ
物
年
寄
り
が
居
て
捨
て
き
#
ず

一
出
詠
は
毎
月
五
日
ゴ
内
叫

貧
乏
が
長
く
続
い
て
強
く
な
り

横
瀬
田
中
み
き
を

泣
く
な
酒
恋
は
と
っ
く
に
捨
て
た
筈
�
 

綜
刷
用
広
�
 ι八
(
部
無
)
ま
で
一
一
一

円
内
有
主
の
↑
門
�
 

り
ま
す

年
金
の
一
部
が
孫
に
廻
き
れ
る
一
次
回
は
山
川
町
�
 引
の
い
ん
は
制
歌
と
交
代
一
一
一
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MUS04
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